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人口6，136人（＋2）

　男　　2，969人（＋1）

　女3，i67人（＋1）

世帯数　1，748戸（＋4）

　63年7月1日の現在人L］
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　坪谷中学校には、まだプールが設置されていないた

め．水泳の体育授業は、学校の下を流れている坪谷川

を利用して行われています。

　夏本番を迎え、生徒のあげる水しぶきが涼しさをよ
んでいました。
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日量村163fF　8月り’　口1、
つご、

つ
と亀町

木
材
加
工
団
地
に

県
森
連
（
木
材
市
場
）
の
進
出

一
昭
和
六
十
五
年
度
に
操
業
開
始
予
定
一

　
田
野
の
木
材
加
工
団
地
に
立
地
し

て
い
る
耳
川
林
業
協
同
組
合
は
、
順

調
に
操
業
を
続
け
て
お
り
ま
す
が
、

こ
の
ほ
ど
、
そ
の
隣
接
地
に
宮
崎
県

森
林
組
合
連
合
会
が
進
出
し
、
木
材

市
場
を
開
設
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま

し
た
、
．

　
そ
の
た
め
の
用
地
（
十
一
、
八
一
ヘ

ク
タ
ー
ル
）
の
売
買
に
つ
い
て
、
七

月
九
日
、
県
森
連
で
調
印
が
行
わ
れ

契
約
が
成
立
し
ま
し
た
。

　
県
森
連
の
計
画
で
は
、
広
域
林
業

▲県二連で調印する高森町長

構
造
改
善
事
業
に

よ
り
、
総
額
三
億

九
千
五
百
万
円
の

事
業
費
で
、
当
面

七
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

区
域
の
造
成
、
舗

装
、
管
理
棟
、
給

水
施
設
、
原
木
選

別
機
、
機
械
保
管

倉
庫
及
び
機
械
施

設
を
設
備
し
て
木

材
市
場
を
開
設
す

る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
昭
和
六
十
三
年

度
に
着
工
し
て
、

昭
和
六
十
五
年
度

に
は
市
場
業
務
が

開
始
さ
れ
る
見
込

で
す
。

花
嫁
（
婿
）
相
談
員
を
設
置

　
東
郷
町
で
も
農
家
の
嫁
不
足
は
深

刻
な
問
題
で
、
こ
れ
か
ら
の
農
林
業

の
行
方
が
心
配
さ
れ
る
た
め
、
町
内

の
農
林
業
後
継
者
と
そ
の
配
偶
者
の

縁
結
び
推
進
活
動
を
行
い
、
新
家
庭

の
よ
り
よ
き
地
域
社
会
づ
く
り
に
役

立
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
花
嫁

（
婿
）
相
談
員
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
相
談
員
は
、
各
公
民
館
ご
と
に
推

せ
ん
を
い
た
だ
い
た
十
一
名
で
、
七

月
八
日
、
役
場
講
堂
に
お
い
て
委
嘱

状
の
交
付
式
が
行
わ
れ
、
こ
れ
か
ら
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
相
談
員
が
各
地
区
内
の

未
婚
者
を
常
に
把
握
し
、
配
偶
者
の

確
保
と
結
婚
の
世
話
を
し
て
い
く
ほ

か
、
農
村
青
年
に
対
し
て
も
、
も
っ

と
積
極
的
に
農
業
の
よ
い
と
こ
ろ
を

P
R
し
て
い
く
よ
う
呼
び
か
け
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
．
、

　
町
内
で
二
十
一
歳
か
ら
五
十
歳
ま

で
の
未
婚
者
は
、
男
f
自
九
十
八
人
、

女
子
百
二
十
八
入
の
合
せ
て
三
百
二

十
六
人
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
心
配
さ

れ
る
三
十
一
歳
以
上
の
男
子
が
百
一

人
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
の
相
談
員

の
活
動
に
期
待
が
か
け
ら
れ
ま
す
．
．

　
各
地
区
の
相
談
員
は
次
の
と
お
り

で
す
。

寺
迫
　
　
黒
木
九
一
　
智
⑯
1
7
8
4

福
瀬
　
　
木
村
喜
一
　
　
㈹
2
3
3
5

小
野
田
歩
弓
正
義
　
　
㈹
2
4
0
2

鶴
野
内
那
須
幸
雄

迫
野
内
黒
木
　
勝

八
重
原
藤
崎
砂
男

田
野
　
磯
貝
　
一

羽
坂
　
成
合
亀
行

仲
深
　
中
野
辰
巳

坪
谷
　
稲
田
真
人

越
表
・
下
渡
川
楠
光

㈹
2
2
3
1

㈹
3
0
2
1

㈹
3
4
8
6

㈲
2
7
6
0

㈹
2
6
0
8

㈹
7
6
7
1

㈹
7
8
0
4

翻
7
2
4
4▲委嘱状の交付式

税
全
層
婁
墨
継
舗
…
實
▼
2
可
ン
〒
・
…

　
税
金
の
納
付
を
う
っ
か
り
忘
れ
る

な
ど
し
ま
す
と
、
督
促
を
受
け
土
地
、

家
屋
の
財
産
や
、
給
料
、
預
金
、
電

話
な
ど
を
差
押
え
ら
れ
た
り
、
延
滞

金
が
か
か
っ
た
り
し
て
、
不
愉
快
な

思
い
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
財
産
の
差
押
え
を
受
け
ま

す
と
取
引
銀
行
や
勤
務
先
な
ど
の
信

用
を
失
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。　
税
金
は
社
会
共
通
の
経
費
で
す
。

期
限
内
に
納
付
す
る
よ
う
に
し
ま
し

よ
う
。

　
延
滞
金
と
銀
行
預
金
の
利
息
の
比

較
を
す
る
と
次
の
と
お
り
で
、
滞
納

を
す
る
と
非
常
に
高
い
利
息
を
納
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．
、

区
　
　
分
　
　
利
　
　
　
率

延
　
　
泄
卵
　
金
　
　
年
十
四
・
」
〈
（
し
傷
”

普
通
預
金
年
こ
・
二
六
％

一
年
定
期
　
年
　
三
・
一
二
九
％

六
ヶ
月
定
期
　
年
　
二
・
六
四
％

（63．6．1　現でi三）

盆
前
に
斉
徴
収

　
町
税
滞
納
整
理
対
策
本
部
で

は
町
税
の
滞
納
夕
二
掃
す
る
た
め
、

次
の
日
程
で
役
場
職
員
に
よ
る
一
斉

徴
収
を
実
施
し
ま
す
。

　
　
八
月
八
日
か
ら
八
月
卜
二
日

　
こ
の
期
間
中
に
家
庭
を
戸
別
に
訪

問
し
ま
す
の
で
完
納
さ
れ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　
税
の
こ
と
で
お
わ
か
り
に
な
ら
な

い
こ
と
や
ご
相
談
が
あ
り
ま
し
た
ら

税
務
課
に
お
気
軽
に
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

、
つご、

つ
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観
艶
協
會
灰
9
ロ
ト

†
†
サ

7
月
7
日
に
設
立
総
会
一
；

　
か
ね
て
商
工
会
長
を
は
じ
め
と
す

る
発
起
人
会
に
よ
り
準
備
が
進
め
ら

れ
て
い
た
東
郷
町
観
光
協
会
は
、
七

月
七
口
に
設
立
総
会
を
行
い
、
実
質

的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
町
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
た
設

立
総
会
に
は
、
発
起
人
を
は
じ
め
、

会
員
申
込
者
等
約
六
卜
名
が
出
席
し
、

役
員
の
決
定
及
び
今
後
の
活
動
を
協

議
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
事
業
計
画
と
し
て
は
、

「
豊
か
で
活
力
あ
る
町
づ
く
り
」
を

推
進
す
る
た
め
、
本
町
特
有
の
美
し

い
自
然
環
境
、
歴
史
、
民
俗
、
文
化
、

生
活
、
都
市
近
江
型
の
特
徴
を
十
分

生
か
し
た
観
光
と
地
域
産
業
の
振
興

を
図
る
こ
と
を
基
本
的
事
項
に
あ
げ
、

今
後
、
観
光
資
源
の
保
全
と
開
発
調

査
、
施
設
の
整
備
促
進
に
力
を
入
れ

る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
観
光
の
啓
発
事
業
と
し
て
、

観
光
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
テ
レ
ホ
ン
カ

ー
ド
の
作
成
及
び
道
路
の
美
化
推
進

な
ど
も
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
今
年
度
は
「
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
ふ
る
さ
と
推
進
モ
デ
ル
事
業
」

に
よ
り
坪
谷
の
牧
水
公
園
隣
接
地
に

多
目
的
研
修
施
設
が
建
設
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
の
で
、
観
光
協
会
に
と
っ

て
も
、
こ
の
よ
う
な
事
業
に
連
動
し

て
活
動
す
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ

り
ま
す
。

　
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

O
会
長
　
高
森
文
夫
　
O
副
会
長

田
原
羽
扇
・
隈
江
精
一
　
〇
理
事

小
川
澄
雄
・
那
須
ロ
ハ
郎
・
小
林
英
明

・
都
甲
鶴
男
・
木
村
映
一
・
是
則
団

平
・
塩
月
清
久
・
小
川
義
信
・
寺
原

国
義
・
黒
木
三
郎
　
o
監
事
　
日
高

寿
次
郎
・
川
原
塩
江
　
o
顧
問
　
橋

口
昭
夫
・
三
浦
治
郎
吉

　
な
お
、
事
務
局
は
、
役
場
企
画
財

政
課
内
。

会
　
員
募
　
集

観
光
協
会
で
は
、
協
会
の
意
義
、

囎■臨こ

▲設立総会

必
要
性
を
ご
認
識
の
う
え
、
で
き
る

だ
け
多
く
の
方
の
加
入
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

　
年
会
費
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
賛
同
い
た
だ
け
る

方
は
、
随
時
役
場
企
画
財
政
課
内
観

光
協
会
事
務
局
ま
で
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

　
年
会
費
　
個
人
　
一
口
　
　
千
円

　
　
　
　
　
法
人
　
一
口
　
一
万
円

　
　
　
特
別
会
員
　
一
口
　
五
万
円

ご
存
知
で
す
か
？

　　

@　

ﾑ
地
開
発
許
可
制
度

　
森
林
を
伐
採
し
て
開
発
を
行
な
う

行
為
は
、
面
積
が
】
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

超
え
る
も
の
に
つ
い
て
知
事
の
許
可

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
対
象
森
林
は
、
知
事
が
た
て

る
地
域
森
林
計
画
の
対
象
と
な
っ
て

い
る
民
有
林
で
す
。

　
具
体
的
な
開
発
行
為
と
し
て
は
、

切
土
、
盛
土
、
砕
石
、
産
業
廃
棄
物

の
集
積
、
宅
地
造
成
な
ど
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
開
発
計
画
の
あ
る
方
は

東
臼
杵
農
林
振
興
三
門
務
課
〔
倉
0

9
8
2
働
6
1
3
4
〕
ま
た
は
、
役

場
林
政
課
に
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

子
供
を
水
の
事
故
か
ら

　　

@　

@　

@　

@
守
り
ま
し
よ
う

保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

①
近
く
の
用
水
だ
め
や
溝
な
ど
の
危

な
い
所
は
、
棚
な
ど
し
て
落
ち
込
ま

な
い
よ
う
に
し
て
お
こ
う
。

②
小
さ
な
子
供
た
ち
の
水
遊
び
に
は

必
ず
保
護
者
が
付
き
添
い
目
を
離
さ

な
い
よ
う
に
し
よ
う
。

③
子
供
は
、
絶
対
に
一
人
で
泳
ぎ
に

い
か
せ
な
い
。
必
ず
大
入
が
連
れ
て

行
く
か
、
信
頼
で
き
る
よ
く
泳
げ
る

人
と
一
緒
に
行
か
せ
る
よ
う
に
し
よ

う
。④
子
供
が
泳
ぎ
に
行
く
と
き
は
、
必

ず
行
先
、
帰
る
時
刻
を
聞
き
、
水
泳

が
す
ん
だ
ら
、
一
応
親
に
告
げ
る
よ

う
に
し
つ
け
よ
う
。

安
全
な
水
の
心
得

　
　
　
　
十
五
ヶ
条

①
一
人
で
泳
が
な
い
、
事
故
が
あ
っ

た
ら
大
声
で
人
を
呼
ぶ
。

②
水
泳
を
禁
止
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
監

視
人
の
い
な
い
と
こ
ろ
で
は
泳
が
な

い
。

③
泳
ぐ
前
に
は
、
準
備
体
操
を
す
る
。

④
食
事
比
す
ぐ
に
は
、
泳
が
な
い
。

⑤
ひ
ど
く
疲
れ
た
と
き
に
は
泳
が
な

い
。
⑥
沖
へ
出
な
い
、
岸
に
並
行
し
て
泳

ぐ
。⑦
疲
れ
る
ま
で
泳
が
な
い
。
水
が
冷

た
い
時
は
、
特
に
注
意
す
る
。

⑧
日
没
後
は
泳
が
な
い
。

⑨
突
き
落
し
た
り
、
押
し
こ
ん
だ
り

の
い
た
ず
ら
は
け
が
の
も
と
。

⑩
パ
ニ
ッ
ク
（
不
安
感
）
が
あ
れ
ば

や
め
て
あ
が
る
。

⑪
潮
流
、
水
底
の
不
明
の
と
こ
ろ
で

は
泳
が
な
い
。

⑫
お
ぼ
れ
た
ま
ね
は
し
な
い
。

⑬
空
腹
時
に
は
泳
が
な
い
。

⑭
帰
り
は
行
き
の
二
倍
の
力
が
い
る

こ
と
を
忘
れ
な
い
。

⑮
顔
色
、
口
び
る
が
青
く
な
り
、
窯
、

さ
が
激
し
い
時
は
、
水
泳
を
や
め
て

あ
が
る
。

戸

ρ
O

O
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ム
シ
動
乱
ん
瀞
O
く
5
ち
い
ぞ
’

　
東
郷
町
子
供
の
歯
を
守
る
会
は
、

各
保
育
施
設
の
園
長
・
保
母
さ
ん
を

は
じ
め
、
給
食
セ
ン
タ
ー
栄
養
士
、

町
保
健
婦
、
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
歯
科
衛

生
士
（
東
郷
町
歯
科
診
療
所
勤
務
四

名
）
の
方
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
よ
り
、
町
内
の
各
保
育
施
設

で
ム
シ
歯
予
防
活
動
を
行
っ
て
お
り
、

今
年
の
第
二
回
目
を
、
七
月
七
日
に

鶴
野
内
保
育
園
で
行
い
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
父
母
と
園
児
に
対
し
、

み
が
き
残
し
の
チ
ェ
ッ
ク
、
上
手
な

は
み
が
き
の
方
法
、
ム
シ
歯
予
防
の

衛
生
講
話
、
ま
た
ム
シ
歯
予
防
の
人

形
劇
な
ど
で
、
皆
熱
心
に
聞
い
て
く

れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
そ
の
他
の
活
動
と
し
て
は
、
ム
シ

歯
予
防
の
知
識
の
普
及
を
は
か
る
た

め
、
各
小
中
学
校
、
保
育
施
設
に
毎

月
“
は
っ
て
な
あ
に
”
を
発
行
し
た

り
、
保
育
施
設
に
お
い
て
は
、
毎
日

の
ハ
ミ
ガ
キ
習
慣
を
つ
け
る
た
め
に

ハ
ミ
ガ
キ
カ
レ
ン
ダ
ー
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
幼
児
は
ま
だ
上
手
に
み
が
け
な
い

の
で
、
親
の
み
が
き
直
し
が
必
要
で

す
。

ム
シ
バ
予
防
の
た
め
に

①
3
・
3
・
3
方
式

　
こ
れ
は
一
日
三
回
、
食
後
三
分
以

内
に
、
三
分
間
歯
を
み
が
く
と
い
う

こ
と
で
す
。

②
お
や
つ
の
注
意

。
甘
い
お
か
し
を
で
き
る
だ
け
与
え

な
い
。
o
お
や
つ
の
量
を
無
制
限
に
与
え
な

い
よ
う
に
す
る
（
袋
ご
と
は
や
め
る
）

O
お
や
つ
を
食
べ
る
時
間
を
決
め
る
。

（
子
供
が
自
由
に
出
せ
な
い
よ
う
に

す
る
）
O
お
や
つ
に
糖
分
の
少
な
い
（
番
茶

牛
乳
・
麦
茶
な
ど
）
の
み
も
の
を
そ

え
る
。

＜
園
児
に
ム
シ
歯
予
防
の
紙
芝
居

老
人
保
健
制
度
を

守
る
の
は
あ
な
た
で
す

　
現
在
、
七
十
歳
（
一
部
六
十
五
歳
）

以
上
の
人
は
、
老
人
保
健
で
医
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
、

本
格
的
な
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
、

老
人
の
医
療
費
を
国
民
み
ん
な
で
公

平
に
負
担
す
る
目
的
で
昭
和
五
十
八

年
に
で
き
た
制
度
で
す
．
、

　
と
こ
ろ
が
東
郷
町
の
老
人
保
健
の

医
療
費
が
今
年
度
に
な
っ
て
異
常
な

伸
び
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま

推
移
丁
る
と
年
度
末
に
は
四
億
円
を

超
え
て
し
ま
う
計
算
に
な
り
ま
す
。

六
十
二
年
度
決
算
が
三
億
三
千
万
円

で
す
の
で
、
一
年
間
で
七
千
万
円
以

上
も
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
内

容
を
見
て
み
ま
す
と
前
の
年
の
同
月

に
比
べ
入
院
、
外
来
と
も
件
数
が
大

巾
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
老
人
の
数

に
は
大
き
な
変
動
は
、
あ
り
ま
せ
ん

の
で
老
人
一
人
当
り
の
件
数
が
増
加

し
た
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
老
人
保
健
制
度
は
、
私
た
ち
の
手

で
守
り
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
自
分
の
健
康
に
は
今
以
上

に
留
意
し
、
む
や
み
に
病
院
を
替
え

な
い
な
ど
上
手
な
活
用
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

＜
ム
シ
歯
予
防
の
衛
生
講
話

声旧
離
墨

轟

自
白
冒
麗
吟
密
話
尊
魯
震
蕩

　
防
衛
庁
で
は
、
来
春
高
校
卒
業
予

定
者
、
及
び
十
八
歳
以
上
二
十
五
歳

未
満
の
男
女
の
自
衛
官
及
び
各
種
学

生
を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
、

▽
二
等
陸
、
海
、
空
士

　
説
明
受
付
　
七
月
一
日
よ
り

　
試
　
　
験
　
九
月
十
六
日
よ
り

▽
一
般
曹
候
補
学
生

　　▽
一願航一聖
王書空次書
試受学試受
験日生見付

八
月
一
日
～
九
月
＋
六
日

九
月
二
十
三
日

八
月
一
日
～
九
月
二
＋
日

九
月
置
＋
五
日

▽
防
衛
大
学
校
学
生

　
願
書
受
付
　
＋
月
「
日
～
＋
月
二
＋
五
日

　
一
次
試
験
　
十
一
月
三
・
四
日

▽
防
衛
医
科
大
学
校
学
生

　
願
書
受
付
　
＋
月
一
日
～
＋
月
二
＋
五
日

　
一
次
試
験
　
±
明
鑑
・
＋
二
日

▽
看
護
学
生

　
願
書
受
付
　
＋
月
一
日
～
＋
月
二
＋
五
日

　
一
次
試
験
　
±
月
±
・
＋
二
日

　
そ
の
他
、
詳
し
く
知
り
た
い
方
や

資
料
の
必
要
な
方
は
、
役
場
総
務
課

ま
た
は
、
自
衛
隊
宮
崎
地
方
連
絡
二

日
向
募
集
事
務
所
〔
盈
働
6
9
1
4
〕

へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
他
毎
月
入
隊
予
定
者

の
自
衛
官
（
十
八
歳
～
二
十
四
歳
）

の
募
集
も
し
て
い
ま
す
。

、
つ

こ“、
つ

と報町6）昭和63年8月号

溝
糊
瀦

＜職場対抗バレーボール大会

　6月19日、東郷町バレーボール協会主催

による第2回東郷町職場対抗バレーボール

大会が開催され、男子6チーム、女子4チ

ームが参加しました。

　結果は次のとおりです。

男子優勝東郷町役場
　　　準優勝　日向農協東郷支店

女子優勝東郷ソーイング
　　　準優勝　日向農協東郷支店

気　　愛：知県東郷町から来町レ

　7月7日、愛知県の東郷町議会から、同行の町

長を含め22名が来庁し、本町議会との親交を深め

ました。

　一行は、役場議場において約1時間意見交換を

したあと、牧水記念館や牧水庵の町内施設を視察

しました。

濾

　　　▼学校保健会総会開催
　6月16日、町中央公民館で、学校保健会総会が

開催され、各学校の校長をはじめ、医師、歯科医

師、薬剤師、養護教諭、PTA等が出席しました。

　当日は、学校教育における保健管理及び保健教

育の充実進展に取り組むことを協議しました。

聾擶

短
歌

尾
鈴
短
歌
会

▲紙芝居②寄贈
　このたび、社会福祉法人全国心身障害児福祉財

団から、町内小学校5校に紙芝居セット（カセッ

ト付4巻）の寄贈がありました。有意義に利用さ

せていただきます。

幻
の
花
と
は
な
り
し
翁
草
茶
を
摘
む

畑
に
思
い
出
ず
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
若
藤
隔
世

孫
を
守
る
妻
は
つ
ぶ
や
く
行
き
つ
け

の
野
に
ぜ
ん
ま
い
の
盛
り
な
ら
む
と

　
　
　
　
　
　
　
　
矢
野
文
雄

病
む
牛
の
首
吊
り
上
げ
て
水
薬
詫
び

つ
つ
呑
ま
す
祈
り
な
が
ら
に

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
久
子

耳
川
に
こ
め
し
朝
霧
塗
る
る
な
か
冠

岳
が
お
ご
そ
か
に
顕
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

コ
ス
モ
ス
を
手
折
り
て
生
く
る
花
瓶

に
も
コ
ス
モ
ス
の
花
絵
描
か
れ
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
　
初
子

叢。
も8
、ノ

シートベルト着用推進運動
　　（8月1日～31日）



昭和63年8月号〔6）、
つ

こ“、
つ

と報町

　
小
野
田
区
は
東
郷
町
の
ほ
ぼ
中
心

に
あ
り
、
面
積
は
十
二
、
六
九
㎞
で
仲

深
区
の
約
半
分
、
田
野
区
よ
り
や
や

狭
い
面
積
で
す
。
人
口
は
福
瀬
区
に

次
い
で
二
番
目
に
多
い
八
百
八
十
五

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
冠
岳
が
覆
い
か
ぶ
さ
る
が
如
く
そ

び
え
、
町
並
の
下
に
は
豊
川
が
流
れ

て
い
ま
す
．
、
後
ろ
は
殆
ん
ど
山
波
で
、

＜
冠
　
岳

耕
地
面
積
は
極
め
て
少
く
、
僅
か
に

小
野
田
、
大
谷
地
区
に
田
畑
が
あ
り

ま
す
が
、
農
家
戸
数
は
他
の
区
に
比

べ
て
少
な
い
所
で
す
．
、

　
他
地
区
の
人
が
小
野
田
に
出
か
け

る
時
な
ど
よ
く
「
山
陰
に
行
っ
て
く

る
。
一
と
言
う
よ
う
に
、
通
常
小
野
田

の
こ
と
を
山
陰
と
一
．
自
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
小
野
田
が
、
冠
岳
の
山
か
げ
に

な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
小
野
田
に
は

昔
大
庄
屋
が
い
て
、
現
在
の
大
字
山

陰
地
区
を
取
締
っ
て
い
た
こ
と
か
ら

こ
う
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。　
昔
か
ら
小
野
田
が
中
心
地
で
あ
り

現
在
に
及
ん
で
い
ま
す
．
、
役
場
、
農

協
、
郵
便
局
、
警
察
官
駐
在
所
、
銀

行
代
理
店
、
町
立
病
院
、
幼
稚
園
、

保
育
所
、
心
墨
牧
水
園
等
の
公
共
施

設
を
は
じ
め
、
近
時
は
、
和
光
ブ
ロ

ッ
ク
工
場
、
東
郷
ソ
ー
イ
ン
グ
、
紀

竜
産
業
等
の
進
出
で
町
内
各
地
よ
り

多
く
の
方
が
通
勤
し
て
い
ま
す
。

　
史
蹟
と
し
て
は
、
山
陰
城
跡
が
あ

り
、
庄
屋
跡
は
現
在
の
桑
田
商
店
（

本
店
）
に
な
り
ま
す
。
明
治
十
年
西

南
の
役
に
桐
野
利
秋
が
山
陰
本
陣
を

造
り
、
坪
谷
方
面
よ
り
攻
め
来
る
官

軍
を
迎
え
撃
っ
た
の
が
、
現
在
の
又

江
野
で
す
が
、
柿
の
木
田
越
え
に
薩

軍
の
築
い
た
台
場
が
残
っ
て
い
る
程

度
で
す
。
ま
た
、
舟
戸
に
番
所
の
あ
っ

た
所
も
あ
り
ま
す
。

　
観
光
地
と
し
て
は
、
大
谷
観
音
滝

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
は
現
在
道
路

の
開
発
と
滝
付
近
の
整
備
が
計
画
し

て
あ
り
ま
す
の
で
、
完
成
す
れ
ば
見

事
な
観
光
地
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
画
影
の
景
観
に
就
い
て
は
、
町
筋

に
与
え
る
冬
の
陰
が
相
当
影
響
し
て

い
る
の
で
、
好
感
を
持
た
な
い
方
も

い
る
と
思
い
ま
す
が
、
春
夏
秋
冬
の

移
り
ゆ
く
景
色
は
す
ば
ら
し
く
、
殊

に
春
の
山
桜
の
美
し
さ
は
天
下
｝
品

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
東
の

端
の
岩
肌
が
突
き
出
で
峨
々
た
る
風

景
は
ま
さ
に
一
幅
の
墨
絵
と
申
し
て

い
い
で
し
ょ
う
。
頂
上
に
は
狭
い
な

が
ら
も
遊
歩
道
が
あ
り
、
将
来
こ
れ

を
延
長
し
て
西
林
、
尾
鈴
ま
で
つ
な

ぎ
、
」
大
観
光
地
と
し
た
い
も
の
で

す
。　
　
　
東
郷
町
文
化
協
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

（八、

，若山牧水・
ヒk）欄X胤ノv物冒凱《スY

牧
水
の

　　

@
小
説

狐
か
人
か
日

塩
月
儀
市

　
わ
ざ
と
ゆ
っ
く
り
食
べ
て
い
る
と
、

不
図
奇
妙
な
物
音
が
耳
に
通
っ
て
来

た
。
最
初
は
自
分
の
耳
鳴
で
も
あ
る

だ
ろ
う
と
気
に
も
留
め
な
か
っ
た
が
、

何
と
な
く
気
に
か
か
る
の
で
聴
く
と

も
な
く
耳
を
澄
す
と
、
ど
う
も
そ
れ

は
耳
鳴
で
は
な
い
。
微
か
な
が
ら
ド

ン
ド
ン
と
響
く
の
は
太
鼓
で
、
ガ
ン

ガ
ン
鳴
っ
て
い
る
の
は
鐘
か
何
か
の

音
で
あ
る
。

　
私
は
思
わ
ず
ぎ
ょ
っ
と
し
た
。
自

分
の
居
る
の
は
山
の
中
で
あ
る
。
し

か
も
高
山
の
頂
で
あ
る
。
其
処
等
付

近
二
三
里
が
間
に
は
人
家
ら
し
い
も

の
の
な
い
こ
と
も
よ
く
知
っ
て
い
る
。

犬
と
か
牛
と
か
の
伝
声
で
で
も
あ
る

な
ら
ば
ま
だ
し
も
の
こ
と
、
鐘
や
太

鼓
の
聞
え
て
来
る
理
由
は
ど
う
考
え

て
も
あ
る
べ
き
筈
が
な
い
の
だ
。
早

や
轟
き
初
め
た
胸
の
動
悸
を
強
い
て

押
し
静
め
て
私
は
更
に
耳
を
傾
け
た

が
、
今
は
早
や
疑
い
も
な
い
鐘
太
鼓

の
音
で
あ
る
。
そ
の
間
に
混
っ
て
人

間
の
叫
ん
で
い
る
声
も
す
る
。
い
つ

　
　
　
　
　
　
む
す
　
ヴ
ピ

の
ま
に
か
私
は
握
飯
を
つ
か
ん
だ
ま

ま
立
ち
上
っ
て
い
た
。

　
殆
ん
ど
無
意
識
に
私
は
小
さ
な
鉄

砲
を
引
き
寄
せ
た
。
そ
し
て
既
に
つ

め
て
い
た
ケ
ー
ス
を
引
出
し
て
、
代

り
に
そ
れ
よ
り
や
や
大
き
な
散
弾
を

詰
め
込
ん
だ
。
そ
れ
か
ら
獲
物
の
小

鳥
を
も
身
近
に
引
寄
せ
た
。
遠
く
に

聞
こ
え
て
い
る
鐘
太
鼓
の
音
を
私
は

て
っ
き
り
狐
か
狸
の
仕
業
で
あ
る
と

思
っ
た
か
ら
だ
。
私
の
持
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
ロ
ぎ
ロ

獲
物
に
眼
を
つ
け
、
こ
う
い
う
怪
異

を
示
し
て
私
を
た
ぶ
ら
か
し
な
が
ら
、

そ
れ
を
盗
も
う
と
す
る
に
相
違
な
い

と
信
じ
た
の
だ
。
そ
う
い
う
事
は
現

に
今
日
で
も
私
の
郷
里
に
は
度
々
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
．
、
で
、
も

う
眼
前
に
狐
か
狸
の
群
が
迫
っ
て
来

た
よ
う
に
思
い
込
ん
で
、
私
は
し
っ

か
り
と
身
構
え
た
。

　
　
　
　
　
　
　
ら
の
　
リ
ヒ
　
　
ロ

　
こ
れ
も
山
国
の
習
慣
で
、
山
に
入

る
時
に
は
何
か
刃
物
を
身
に
帯
び
る

事
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
私
も
其
時

短
刀
を
腰
に
し
て
い
た
が
、
そ
れ
に

も
心
を
配
っ
た
。
と
も
す
れ
ば
歯
の

根
が
が
た
が
た
す
る
の
だ
が
、
今
は

も
う
恐
い
の
怖
ろ
し
い
の
と
言
っ
て

い
る
時
で
な
い
。
逃
げ
る
に
し
て
も

此
深
山
を
ど
う
逃
げ
ら
れ
る
も
の
で

は
な
い
．
、
力
の
限
り
防
戦
す
る
よ
り

外
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
も
土
地
の
習
慣
で
、
狐
狸
に

た
ぶ
ら
か
さ
れ
た
と
思
う
た
時
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
　
ぶ

決
し
て
一
歩
も
動
く
な
、
動
け
ば
危

険
い
と
言
わ
れ
て
あ
る
の
で
、
幸
い

其
処
に
あ
っ
た
松
の
根
が
た
に
学
校

で
教
つ
た
「
折
敷
き
の
構
へ
」
で
、

鉄
砲
を
持
っ
た
ま
ま
無
理
に
沈
着
を

装
う
て
、
今
に
も
迫
っ
て
来
る
危
難

に
対
し
て
待
ち
設
け
た
。
も
う
其
時

は
身
体
中
が
耳
ば
か
り
に
な
っ
た
よ

う
で
、
例
の
怪
し
い
物
音
は
益
々
明

か
に
、
人
声
も
次
第
に
近
づ
い
て
来

る
。　

こ
の
原
稿
は
、
生
前
に
ご
投
稿
い

た
だ
い
て
い
た
も
の
で
す
。

、
つ

こ“、
つ

と報町7 昭和63年8月号

⑳
「
健
康
」
と
い
う
も
の

東
郷
病
院
内
科

　
　
高
　
橋
　
弘
　
憲

　
「
健
康
」
は
、
誰
も
が
願
う
こ
と

の
一
つ
で
あ
り
、
ま
た
毎
日
を
楽
し

く
過
ご
す
た
め
の
必
要
条
件
で
も
あ

り
ま
す
．

　
一
口
に
「
健
康
」
と
い
っ
イ
」
」
っ
、

実
は
い
ろ
い
ろ
な
条
件
が
み
た
さ
れ

て
初
め
て
「
健
康
」
と
言
え
る
訳
で

し
て
、
大
き
く
分
け
る
と
、

　
①
身
体
の
健
康

②
心
の
健
康

　
③
地
域
社
会
の
健
康

の
三
つ
が
あ
り
ま
す
。

　
一
番
わ
か
り
や
す
い
の
は
、
↑
あ

身
体
の
健
康
で
す
が
、
こ
れ
は
時
々

健
康
診
断
を
受
け
る
な
り
、
高
血
圧

や
糖
尿
病
な
ど
の
持
病
が
あ
れ
ば
、

き
ち
ん
と
治
療
を
受
け
る
な
り
普
段

か
ら
予
防
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
ま
た
農
林
業
の
際
の
け
が
や
、

交
通
事
故
な
ど
に
も
十
分
の
注
意
を

し
て
お
く
こ
と
、
暑
い
日
に
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
な
ど
の
無
理
を
し
な
い
こ
と

も
大
切
で
す
。

　
凧
匂
の
心
の
健
康
に
つ
い
て
も
、
最

近
で
は
、
う
ま
く
い
か
な
い
方
か
増

え
て
き
て
い
ま
す
一
．
例
え
ば
、
何
度

検
査
を
し
て
も
身
体
に
異
常
が
な
い

の
に
、
い
つ
も
体
調
が
す
っ
き
り
し

な
い
と
か
、
心
配
事
が
多
く
毎
日
が

つ
ま
ら
な
い
と
か
、
朝
か
ら
や
る
気

が
起
こ
ら
ず
仕
事
が
は
か
ど
ら
な
い

な
ど
、
精
神
面
で
の
疲
労
や
、
不
安

定
な
状
態
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
に
例
え

れ
ば
、
ス
ラ
ン
プ
の
状
態
と
言
え
ま

す
。
こ
れ
は
、
ど
ん
な
人
で
も
一
年

の
う
ち
に
何
回
か
は
陥
い
る
訳
で
す

が
、
程
度
が
ひ
ど
い
と
安
定
剤
や
精

神
療
法
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
．

た
だ
し
、
人
と
比
べ
異
常
な
訳
で
は

な
く
、
そ
の
う
ち
に
良
く
な
っ
て
く

る
こ
と
が
多
い
の
で
、
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

　
最
後
に
③
の
地
域
社
会
の
健
康
で

す
が
、
東
郷
町
は
自
然
に
恵
ま
れ
た

良
い
と
こ
ろ
で
す
．
、
隣
近
所
で
お
互

い
に
助
け
合
い
仲
良
く
す
れ
ば
、
き

っ
と
楽
し
い
社
会
に
な
っ
て
い
け
る

と
思
い
ま
す
。

　
と
も
か
く
、
人
生
長
く
過
ご
せ
ば

少
々
の
ガ
タ
は
く
る
と
思
い
ま
す
が
、

で
き
る
だ
け
身
体
を
い
た
わ
り
な
が

ら
働
く
意
欲
に
満
ち
て
、
人
の
こ
と

を
思
い
や
る
健
康
な
人
が
増
え
て
く

れ
ば
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。

派
出
所
だ
よ
り

　
警
察
で
は
、
毎
年
夏
実
施
し
て
お

り
ま
す
「
行
方
不
明
者
を
捜
す
運
動
」

を
、
今
年
も
八
月
に
実
施
す
る
こ
と

に
致
し
ま
し
た
。

　
こ
の
運
動
は
、
事
情
が
あ
っ
て
家

出
し
、
長
期
間
行
方
不
明
と
な
っ
て

い
る
人
達
の
所
在
を
確
認
す
る
と
と

も
に
、
不
幸
に
し
て
身
元
不
明
の
ま

ま
亡
く
な
ら
れ
、
知
ら
な
い
土
地
で

無
縁
仏
と
し
て
葬
ら
れ
て
い
る
人
を

】
人
で
も
多
く
捜
し
出
し
て
、
御
回

こ哩
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警
察
官
募
集

　
警
察
に
は
、
平
和
な
社
会
を
建
設

す
る
と
い
う
理
想
、
そ
の
た
め
に
闘

う
情
熱
、
社
会
悪
と
対
決
し
、
こ
れ

を
撲
滅
せ
ん
と
す
る
正
義
感
が
あ
り

ま
す
。
若
い
君
の
情
熱
を
満
た
す
最

高
の
職
場
で
す
。

〔
受
付
期
間
〕

　
9
月
1
日
～
9
月
2
0
日

〔
第
一
次
試
験
〕

　
1
0
月
2
3
日

〔
採
用
予
定
人
員
〕

　
宮
崎
県
　
　
2
0
名

　
他
都
府
県
　
1
6
名

〔
受
験
資
格
〕

　
年
齢
6
昭
和
三
十
六
年
四
月
二
日

　
か
ら
昭
和
四
十
六
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
男
子
（
満
十
七
歳

か
ら
満
二
十
六
歳
）

学
歴
　
大
学
卒
業
者
及
び
来
春
大

学
卒
業
見
込
以
外
の
者
（
大
学
卒

業
者
等
に
つ
い
て
は
今
年
度
の
受

付
は
す
で
に
終
了
。
）

身
体
基
準

　
身
長
　
揃
㎝
以
上

　
体
重
　
4
7
㎏
以
上

　
胸
囲
　
7
8
㎝
以
上

　
視
力
　
両
眼
と
も
裸
眼
視
力
が

　
鵬
以
上
、
又
は
裸
眼
視
力
が
侃

　
以
上
で
か
つ
嬌
正
視
力
が
ω
以

　
上
　
色
覚
　
正
常
な
こ
と

　
聴
力
　
正
常
な
こ
と

　
そ
の
他
　
職
務
遂
行
に
支
障
の

　
な
い
身
体
的
状
態
で
あ
る
こ
と
。

族
の
悲
し
み
を
和
ら
げ
よ
う
と
い
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
の
月
間
中
相
談
に
来
ら
れ
た

方
は
、
四
百
一
名
（
二
百
三
十
件
）

で
、
二
名
の
身
元
不
明
死
体
の
身
元

確
認
と
三
十
三
名
の
行
方
不
明
者
の

所
在
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
．
、　
本
年
も
次
の
と
お
り
「
行
方
不
明

者
を
捜
す
相
談
所
．
一
を
開
設
し
て
、

相
談
に
応
じ
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
行
方
不
明
者
の
御
家
族
そ

の
他
関
係
者
が
相
談
所
を
ト
分
利
用

さ
れ
ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
．
．

日
時
　
8
月
1
日
～
3
1
日

　
　
　
8
時
3
0
分
～
1
7
時

　
〔
た
だ
し
、
上
曜
日
の
午
後
及
び
日
曜
日
を
除
く
｝

場
所
　
県
警
察
本
部
鑑
識
課

日
時
　
8
月
1
7
・
1
8
・
1
9
日

　
　
　
0
寺
～
6
寺

　
　
　
－
臥
　
　
　
ー
ロ
μ

場
所
　
延
岡
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

。
相
談
は
無
料
で
す
、

O
相
談
に
関
す
る
秘
密
は
厳
守
し
ま

　
す
。
o
相
談
に
来
ら
れ
る
と
き
は
、
行
方

　
不
明
者
の
顔
写
真
や
身
体
特
徴
（

　
例
え
ば
ほ
く
ろ
、
あ
ざ
及
び
手
術

　
の
あ
と
）
な
ど
、
身
元
を
確
認
す

　
る
た
め
に
手
掛
か
り
と
な
る
資
料

　
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
る
と
好
都

　
合
で
す
。

O
相
談
に
来
ら
れ
る
方
は
、
願
出
入

　
や
家
族
に
限
ら
ず
友
人
、
知
人
な

　
ど
、
ど
な
た
で
も
結
構
で
す
．
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胴
劇
画
億

　
牧
水
顕
彰
会
で
は
、
東
郷
町
が

生
ん
だ
旅
の
歌
人
若
山
牧
水
を
顕
彰

す
る
た
め
広
く
県
内
か
ら
短
歌
を
募

集
し
ま
す
。

▽
題
材
　
自
由
で
一
人
一
首
と
し
未

　
発
表
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

▽
応
募
部
門
　
小
学
生
、
中
学
生
、

　
高
校
生
、
大
学
一
般
の
四
部
門
、

▽
応
募
方
法
　
小
学
生
、
中
学
生
、
高

　
校
生
に
あ
っ
て
は
、
学
校
名
、
学

　
年
、
氏
名
を
記
入
し
氏
名
に
は
ふ

　
り
が
な
を
つ
け
る
。
　
一
般
の
部
は

　
官
製
は
が
き
を
使
用
し
、
氏
名
、

　
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、

　
氏
名
に
は
ふ
り
が
な
を
つ
け
る
。

　
短
歌
は
楷
書
で
正
確
に
記
入
の
こ
ζ

▽
募
集
期
限
　
昭
和
6
3
年
8
月
2
0
日

▽
参
加
申
込
及
び
問
い
合
せ

　
東
郷
町
大
字
山
陰
丙
＝
二
九
〇

　
　
　
東
郷
町
教
育
委
員
会
内

　
倉
（
究
八
二
）
㈲
三
二
内
線
空
～
九
三

農
業
者
年
金

　　

@　

ﾖ
係
相
談

　
宮
崎
県
農
業
会
議
よ
り
、
白
坂
相

談
員
が
来
ら
れ
、
農
業
者
年
金
に
関

す
る
全
般
に
わ
た
り
相
談
に
応
じ
ま

す
．
、　
農
業
者
年
金
未
加
入
者
、
被
保
険

者
、
受
給
権
者
、
ど
な
た
で
も
、
ど

ん
な
こ
と
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
の
で

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
．
、

▽
日
時
　
8
月
4
日
　
9
時
～

▽
場
所
　
東
郷
町
中
央
公
民
館

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
技
士

　
　
養
成
講
習
会
の
開
催

　
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
連
盟
が
行

う
電
話
級
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
技
士
の

養
成
講
習
会
が
、
次
に
よ
り
開
催
さ

れ
ま
す
。

▽
期
日
　
1
0
月
2
2
日
～
1
0
月
3
1
日

▽
時
間
　
午
後
6
時
3
0
分
～
9
時
4
5
分

▽
場
所
　
東
郷
町
林
業
研
修
館

▽
定
員
　
4
0
人

▽
受
講
料
　
一
万
九
千
円

▽
内
容

　
①
講
習
　
法
規
1
2
時
間
、
無
線
工

　
　
　
学
1
0
時
間
（
計
2
2
時
間
）

　
②
補
修
　
4
時
間
以
内
（
欠
席
等

　
　
　
で
時
間
不
足
の
と
き
、
4
時

　
　
　
間
ま
で
補
講
で
き
る
V

　
③
修
了
試
験
　
－
時
間
（
講
習
を

　
　
　
2
2
時
間
受
講
し
、
修
了
試
験

　
　
　
に
合
格
し
た
場
合
は
、
国
家

　
　
　
試
験
が
免
除
さ
れ
る
）

▽
申
込
先
　
受
講
希
望
者
は
、
東
郷

　
　
　
　
町
役
場
の
荒
砂
建
一
ま
で

　
　
　
　
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
・

　　

@　

l
権
相
談

　
国
の
仕
事
を
は
じ
め
、
県
や
町
の

仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
要
望
、
ま
た

人
権
に
関
す
る
相
談
を
受
付
け
ま
す
。

▽
日
時
　
8
月
1
6
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
東
郷
町
老
人
福
祉
館

　
当
日
以
外
は
、
自
宅
で
受
付
け
て

い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
行
政
相
談
員

　
　
　
東
郷
町
仲
深
　
山
口
俊
一

　
人
権
相
談
員

　
　
　
東
郷
町
寺
迫
　
黒
木
利
松

　
　
　
　
　
　
羽
坂
　
山
本
和
年

　
　
　
　
　
　
仲
深
　
中
谷
芳
雄

心
配
ご
と
相
談

　
心
配
ご
と
・
悩
み
ご
と
な
ど
、
ど

ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
各
地
区
の
相
談
委
員
（
民

生
委
員
）
に
よ
り
地
区
相
談
も
、
毎

週
火
曜
日
に
そ
れ
ぞ
れ
の
相
談
員
宅

で
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
併
せ
て
こ

利
用
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
8
月
1
6
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
東
郷
町
老
人
福
祉
館

赤
ち
ゃ
ん
・

　
　
　
　
妊
婦
相
談

18

膜
試
剏
注
N
診
査

8
月
2
4
日

▽
場
所
　
東
郷
町
中
央
公
民
館

▽
受
付
　
赤
ち
ゃ
ん
相
談

　
　
　
　
　
9
時
3
0
分
～
1
0
時

　
　
　
　
妊
婦
相
談

　
　
　
　
　
1
0
時
～
1
0
時
3
0
分

　
　
　
　
1
8
ケ
月
児
健
康
診
査

　
　
　
　
　
1
3
時
～
1
3
時
3
0
分

今
月
の
納
税
等

国
民
健
康
保
険
税
三
期

町
県
民
税
二
期

水
稲
共
済
掛
金
全
期

善
急
・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か

ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉

の
た
め
の
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
坪
谷
の
濱
辺
憲
太
郎
さ
ん
か
ら

　
（
久
恵
さ
ん
5
3
歳
ご
死
去
）

夢
睡
、
凝
薦
肇
疑
礎
藤
憂
．
幾
噺
憂
睡
夢

灘
商
号
欝
携

　
　
（
六
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

稲1甲

c　斐

蛛@顕

u　大

畝
原
勇
貴

赤
ち
ゃ
ん
名

曲
　
男
實 綱
義

父
の
名

坪
　
谷

越
　
表

三
内 住
所

結
　
婚
お
幸
せ
に

仲

深

門

川

町

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

濱1川

ﾓ 野
氏

久 ヶ
サ 名

悪 エ

53 65 年

歳 歳 齢

坪 1羽 住
1

谷・坂 所


	木材加工団地に県森連（木材市）の進出－昭和六十五年度に操業開始予定

	花嫁（婿）相談員を設置
	税金を滞納すると・・・盆前に一斉徴収

	観光協会スタート－７月７日に設立総会

	子供を水の事故から守りましょう

	ご存知ですか？林地開発許可制度

	ムシ歯なんかつくらないぞ！�
	老人保健制度を守るのはあなたです

	職場対抗バレーボール大会
	愛知県東郷町から来町

	学校保健会総会開催
	紙芝居の寄贈


